
第１０５回総合科学技術会議議事要旨（抜粋）＜未定稿＞ 

 

【前原科学技術政策担当大臣】 

 担当として３点申し上げたい。 

（略） 

 最後だが、山中先生は色々な方々に支えられているというお話をされた。また欧米、シンガ

ポールとの比較では、支援体制が日本は手薄であるという話をされた。つまりは研究支援人材

を多様に安定的に確保して、適正な雇用も必要だ、また細切れでない研究支援ということであ

り、これについては、研究支援人材の分散を防ぐためにも、世界一流の質の高い研究に関して、

研究開発プロジェクトの長期化、次期プロジェクトへの円滑な移行のあり方について検討を進

め、年内に方向性をまとめたい。 

(略) 

 

 

【野田総理大臣】 

 今日御説明頂いた課題というのは、ｉＰＳ細胞を活用して再生医療を実現するとか、新たな

治療薬を開発するとかという課題ではあるが、それに留まらず、科学技術イノベーションを推

進する上でのある種普遍的な課題だと受けとめなければいけないし、その課題を克服すること

が第二の山中教授、第三の山中教授を我が国から次々と生み出していく、その環境整備になる

のではないかと受けとめさせて頂いた。その上で、３点、政府が一丸となって推進をしてほし

い取り組みを指示させて頂きたい。 

(略) 

第２に、日本の研究の中核となる大学などにおいて、研究環境の大胆な改革を進め、必要な研

究支援人材群の確保を進めること、第３に、独創的なアイデアや技術を持つ若手研究者を育成、

発掘するため、新たな採択方式の採用など研究費の改革を行うこと、このような取り組みを通

じて、国家戦略の主要な柱である科学技術イノベーションを強力に推進をし、ｉＰＳ細胞は更

に勿論後押しをしていくが、それに続く新たなるイノベーションを幅広い分野で生み出してい

くように皆様とともに知恵を出していきたい。 

 

参考資料２


